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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

個人第１号 氏 名   佐藤 悟     

 

質 問 項 目 

№ １ 
待機児童解消に向けた取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 全国的に令和元年 10 月より３歳児から５歳児の保育料無償化が

始まり、本市においては、独自に令和５年４月から０歳児から２歳

児までの保育料無償化が始まった。無償化の影響もあり、５月８日

現在で市内すべての保育施設で１歳児の空きがない状況となってい

る。待機児童解消のためにも、改善する必要がある。 

 

 

（１）保育需要の拡大について 

ア 令和８年７月入所空き状況（５月８日現在）では、市内すべ 

ての施設で１歳児の定員に空きがない状況となっている。本年 

５月時点での待機児童数を問う。 

  イ 隠れ待機児童数を問う。 

ウ 昨年度に４つの保育施設が整備されたが定員は何人増えた 

か問う。 

  エ 今後の保育需要の見込みはどの程度になると推計している 

か問う。 

  オ 今後の保育の提供体制についてどのように考えているか問 

う。 

 

（２）保育士の確保について 

ア 令和８年度の公立の正規保育士の新規採用者数を問う。 

イ 保育士確保に向けた対策を考えているか問う。 
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個人第２号 氏 名   小川 真由美         

 

質 問 項 目 

№ １ 
こまき巡回バスの再編・見直しについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

こまき巡回バス「こまくる」は、公共交通による市民の移動手段

の確保を主な目的として運行しているコミュニティバスです。 

令和８年４月１日からこまき巡回バスのルート・ダイヤが変わり

ました。 

 

（１）西部地区の再編・見直しについて 

再編・見直しの内容について質問します。 

 

（２）市民の声について 

再編後の利用者からは、どのような声があるか質問します。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
ナフサ不足の対応について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

中東の緊張激化に伴うホルムズ海峡の事実上の封鎖により、日本

のナフサ供給量は平常時より落ち込み、化学業界や川下の製造業に

深刻な影響を及ぼしています。石油化学メーカーによる基礎化学品

や合成樹脂の価格引き上げが相次ぎ、食品・日用品などの価格上昇

にも波及しています。 

 

（１）市の事業における現状について 

事業に必要な消耗品をはじめとする物品の調達が滞るなど、 

業務に支障が出ていないか現状を質問します。 

 

（２）小牧市民病院の現状について 

医療現場では注射器や点滴パック、手袋などの医療用プラス 

チック製品の流通が滞り、深刻な物資不足が発生していること 

がニュース等でも取り上げられております。 

小牧市民病院における現状を質問します。 
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個人第２号 氏 名   小川 真由美         

 

質 問 項 目 

№ ３ 
市民四季の森の新事業「四季彩フェスタ」について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

市民四季の森で例年開催されていた「バラ・アジサイまつり」が

令和７年度で終了し、今年度から新たに「四季彩フェスタ」として

春夏秋冬の季節ごとに開催されるイベントとなりました。 

 

（１）新事業の実施経緯について 

   新たに「四季彩フェスタ」を実施することとした経緯を質問

します。 

 

（２）四季彩フェスタ（春）について 

ア ５月２日・17 日に行われた四季彩フェスタのイベント内容 

を質問します。 

イ 出展者や参加者の声をどう捉えているのか質問します。 
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個人第３号 氏 名   余語 智     

 

質 問 項 目 

№ １ 
クマ等の緊急銃猟に備えた事前準備について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）有害鳥獣の対応について 

現在、どのような対応をしているのか問う。 

 

（２）緊急銃猟について 

ア 令和７年９月改正鳥獣保護管理法の施行により、自治体の判 

断で緊急銃猟が可能となったが、この制度の認識を問う。 

イ どのような条件を満たせば、緊急銃猟で猟銃使用が可能にな 

るのか問う。 

ウ 事前準備として、緊急銃猟に対応したマニュアル整備は必要 

であると考えるが、見解を問う。 

 

（３）関係機関との連携について 

ア 庁内の他の部署や警察、県、猟友会との連携をどのように構 

築していくのか問う。 

イ 近隣自治体と広域連携をしていく考えはないのか問う。 

 

（４）人材確保について 

ア 緊急銃猟に要する人材は、確保されているのか問う。 

イ 狩猟免許を持つ公務員「ガバメントハンター」としての人 

材確保の認識を問う。 
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個人第４号 氏 名   鈴木 裕士    

 

質 問 項 目 

№ １ 
行政サービスの効率化について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）市役所の開庁時間の変更について 

ア 県内の他の自治体の見直し状況について問う。 

イ 開庁時間を変更した効果について問う。 

  ウ 市民の反応について問う。 

 

（２）行政手続きのオンライン化について 

ア オンライン申請の利用状況について問う。 

イ コンビニ交付の利用状況について問う。 

ウ 本庁舎１階に設置したキオスク端末の利用状況について問 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
北西部地区における道路整備について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）村中交差点について 

渋滞緩和に向けた取組を問う。 

 

（２）都市計画道路北尾張中央道（国道 155 号バイパス）「入鹿出新 

田工区」について 

ア 整備状況について問う。 

  イ 今後の整備スケジュールについて問う。 
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個人第５号 氏 名   木村 哲也    

 

質 問 項 目 

№ １ 
商品券の一部電子化について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本年度も、こまきプレミアム商品券が、昨年度同様のプレミアム

率 20％で、総額 12 億円分販売される。尚、新たな取組として、一

部電子版商品券が、実証実験として導入されるという。 

 

（１）販売概要について 

ア 紙版・電子版を同時に扱うために考慮した事項を問う。 

イ 紙版・電子版の申込状況により判断する事項を問う。 

 

（２）電子版システムについて 

ア その概要を問う。 

イ 他市町での導入実績を問う。 

ウ 利用者の準備として必要な事項を問う。 

エ 市内商業者の準備として必要な事項を問う。 

  

（３）今後の電子化事業の展望について 

ア 贈答用商品券を発行した、直近３年間の主な事業を問う。 

イ 贈答用商品券を電子化する考えを問う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
普通交付税不交付団体としての財政運営について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市は、先人の努力により、普通交付税不交付団体となって久し

い。しかし、近年の制度改正や国の新たな政策について、補助金が

交付されないものもあることや、社会保障関連経費や人件費の上昇

等により、財政運営は一層厳しいものとなっている。 

 

（１）不交付団体について 

ア 不交付団体となる基準を問う。 

イ 留保財源の直近３年間の推移を問う。 

ウ 財政力指数の直近３年間の推移を問う。 

 

（２）不交付団体の財政負担について 

ア 交付税措置とされ、実質的な国の支援がない事例を問う。 

イ 国の補助金の補助率が低い事例を問う。 

  

（３）不交付団体としての国への働きかけについて 

財政負担改善について国に働きかけた状況を問う。 
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個人第６号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ １ 
高齢者等の移動の支援について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）福祉有償運送について 

ア 実施事業者の利用状況について伺う。 

イ 運転者の要件について伺う。 

ウ 実施事業者が抱える課題について伺う。 

エ 小牧市全域に拡大する可能性について伺う。 

  

（２）社会福祉協議会等が実施している買い物ツアーについて 

ア 実施状況について伺う。 

イ 本市の考え方について伺う。 

  

（３）パーキングパーミットについて 

ア 本市の登録状況について伺う。 

イ 周知について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
防災対策の推進について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

日本は自然災害が多発する国であり、特に南海トラフ地震や首都

直下地震などの大規模災害に備える必要がある。これに対応するた

め、政府は防災庁の設置を進めている。防災庁は、平時からの防災

体制の強化と、災害発生時の迅速な対応を実現するための組織であ

る。 

 

（１）事前防災について 

ア 新耐震基準の木造住宅を耐震改修補助対象にする考えはあ 

るか伺う。 

イ 住宅内の安全対策（家具の固定、ガラス飛散防止）の促進に 

ついて伺う。 

ウ 断水時などで使用できるトイレの確保について伺う。 

  エ 地区の会館や事業所などで開設される自主避難所の支援に 

ついて伺う。 

  オ トイレトレーラーの導入の考え方について伺う。 
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個人第７号 氏 名   永井 孝典    

 

質 問 項 目 

№ １ 
地域の会館について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 地域活動の拠点である市内各地区の会館は、その多くが高度経済

成長期以降に整備されたものである。近年は施設の老朽化が進んで

おり、将来を見据えた施設の配置や更新手法について検討する必要

がある。 

 こうした状況を踏まえ、昨年度には市が所有する集会施設の現状

や課題、今後の方向性を整理・検討することを目的とした「小牧市

集会施設検討会議」を設置され、令和８年３月に報告書が取りまと

められている。 

 

（１）市が所有する会館について 

ア 建設経緯について問う。 

イ 利用状況について問う。 

ウ 老朽化の進行状況について問う。 

 

（２）北里地区の会館について 

ア 建設経緯について問う。 

イ 老朽化の進行状況について問う。 

 

（３）会館の更新について 

   小牧市集会施設検討会議報告書の報告内容を踏まえて、会館 

の更新に関する今後の進め方について問う。 
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個人第８号 氏 名   清水 隆宏    

 

質 問 項 目 

№ １ 
資源の持ち去り対策について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 近年、金属価格の高騰等を背景として、アルミ缶等の資源の持ち

去り行為が全国的な課題となっている。私自身も、早朝の集積所に

おいて、空き缶が持ち去られる様子を実際に目にしたことがある。 

本来、市民の皆様が分別に協力して排出された資源は、本市の資

源循環や財源確保を支える重要な資源であり、市民共有の財産とし

て適正に管理されるべきものであると考える。また、こうした状況

が継続することは、市民の分別協力や制度への信頼低下にもつなが

りかねないと懸念している。さらに県内自治体においても、持ち去

り行為による財政影響を踏まえ、罰則規定を含む条例整備を進める

事例も出てきている。 

 

（１）アルミ缶等の資源の持ち去り行為について 

通報件数などの実態把握をされているか問う。 

 

（２）持ち去り行為による影響について 

アルミ缶等の資源持ち去りが、収集量や売却収入へどの程度 

影響しているのか、一定の調査・分析を行う必要があると考え 

るが、市の見解を問う。 

 

（３）罰則規定のない現行条例の改正について 

ア 県内自治体では、罰則規定を含む条例整備を進める事例も 

 ある中、現行条例の実効性や抑止力についてどのように認識し 

ているのか問う。 

イ 罰則規定を含めた制度強化について研究を進めるべきと考 

えるが、見解を問う。 
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個人第８号 氏 名   清水 隆宏         

 

質 問 項 目 

№ ２ 
おくやみコーナーの利便性向上について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 本市ではおくやみコーナーを設置している。ご遺族の負担軽減の

ために各種手続をワンストップで行うことが可能で、市民サービス

向上につながる重要な取組であると考える。また、近年はネット予

約も導入されるなど一定のＤＸ化も進められている。 

 また、利用者からは好評である反面、完全予約制により予約枠が

先まで埋まり、利用しづらい状況もあると伺っている。 

開庁時間短縮など行政運営の環境が変化する中においても、市民

サービスの維持と業務効率化の両立が重要であると考える。 

 

（１）おくやみコーナーの現状について 

ア 利用状況について問う。 

イ 予約状況について問う。 

ウ 設置の効果について問う。 

 

（２）おくやみコーナーの運営改善について 

ア 課題と感じている点はあるか問う。 

イ ＤＸの活用など業務の効率化により予約１件当たりの対応 

時間短縮を図るなど、より多くの市民が利用しやすい運営体制 

を検討してはどうかと考えるが、見解を問う。 
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個人第９号 氏 名   加藤 晶子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
リトルベビー（低出生体重児）への取組について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）リトルベビー(低出生体重児)の家族への支援について 

ア 本市におけるリトルベビーの家族へのサポート体制につい 

て伺う。 

イ 愛知県では、リトルベビーの家族のために「あいちリトルベ 

ビーハンドブック」を作成しているが、本市ではどのように活 

用しているのか伺う。 

 

（２）母乳パック等への助成について 

リトルベビーが入院中、母乳を病院に届ける必要があり、身 

体的、精神的な負担に加え、経済的負担も大きい。そのため、 

搾乳や母乳パックの調達に対する助成ができないか伺う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
生命（いのち）の安全教育について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和２年６月策定の「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」を踏ま

え、子どもたちが性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないよう、

幼児期も含め、全国の学校等において「生命（いのち）の安全教育」

を推進している。また本年、教材及び指導の手引きの拡充・改訂が

行われ、文部科学省のホームページでも公開され、普及展開が求め

られている。 

 

（１）生命(いのち)の安全教育の取組について 

ア 保育園等における取組状況について伺う。 

イ 学校現場における取組状況について伺う。 

ウ 特別支援教育への対応について伺う。 

エ 市民への啓発は、どのように考えているか伺う。 

 

（２）「生と性のカリキュラム」との連携について 

本市では、「生」と「性」を学び、自己肯定感を育むため、平 

成 19 年度から「生と性のカリキュラム」を実施しているが、「生 

命(いのち)の安全教育」の中で、どのように連携されているか 

伺う。 

 

（３）デジタル性暴力の対応について 

今回「デジタル性暴力」が追記されたが、どのように対応を 

考えているか伺う。 
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個人第１０号 氏 名   佐藤 早苗    

 

質 問 項 目 

№ １ 
命と健康を守る予防接種について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

感染症から命を守る予防接種は、個人の健康を守るのみならず、

医療費の削減や地域全体の公衆衛生の向上に直結します。本市も

様々な取組を進めていますが、正しい情報が届かず接種機会を逃し

ている方がまだいます。希望するすべての人が受けやすい環境を整

えていくことが大切であると考えます。 

 

（１）ＭＲ（麻疹・風疹混合）ワクチンについて 

ア 現状を伺います。 

イ 成人で２回接種していない方の実態把握について伺います。 

 

（２）ＲＳウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）について 

ア 周知について伺います。 

イ 今年４月に接種された方の現状について伺います。 

 

（３）高齢者肺炎球菌ワクチンについて 

ア 接種率について伺います。 

イ 定期接種で使用される新ワクチンの効果とその周知につい 

て伺います。 

ウ 近隣市町での肺炎球菌ワクチン助成制度の導入状況につい 

て伺います。 

 

（４）ＨＰＶワクチンについて 

ア 初回接種をした年齢別接種率を伺います。 

イ 個別通知の対象年齢を伺います。 

ウ 個別通知の内容について伺います。 

エ 接種開始年齢によって２回接種と３回接種がありますが、そ 

の予防効果について伺います。 
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個人第１１号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ １ 
学校再編について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）財政面から見た学校再編について 

ア 学校再編の理由としては、教育面を第一に考慮して実施し 

ているということだが、財政面での再編理由はないのか問う。 

イ 学校統廃合時における学校施設環境改善交付金等の補助金 

について、現状を問う。 

ウ 国が指針を示す「公共施設総合管理計画」や「立地適正化 

計画」による施設の集約・複合化と学校統廃合の関係につい 

て、認識を問う。 

 

（２） 小規模学校存続に関する認識について 

ア 文科省が小規模校を残す選択肢もあると言っているのは、 

過疎地域や離島に限ってのことか、その対象地域は何か問う。 

イ 教育的見地から言っても、学級数による機械的な学校統廃 

合には科学的エビデンスはないと考えるがどうか、認識を問 

う。 

ウ 今後の篠岡地区学校再編において、小規模校でも地域に必 

要であれば残していくべきという選択肢について、どのよう 

に考えるか見解を問う。 

 

（３）閉校後の学校施設の利活用について 

ア 令和８年第１回定例会で「総合教育支援センター」の建設 

を考えている旨の発言があったが、教育委員会としては「教 

室等も含めた学校施設の利活用も考えている」という認識で 

よいか問う。 

イ 市として、学校施設の利活用について、現在の時点でどこ 

まで論議がなされているのか、進捗状況を問う。 
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個人第１１号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
木造住宅の耐震化について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）県内の無料耐震診断について 

ア 現在の愛知県の診断対象についての考え方は何か問う。 

イ 県内の市町村の実施状況を問う。 

 

（２）本市における無料耐震診断について 

ア 現在の診断実施状況を問う。 

イ 本市において、2000 年以前の新耐震基準で建てられた木造 

住宅を対象に実施することは考えないか問う。 

 

（３）耐震改修への補助について 

ア 本市の実施状況を問う。 

イ 県内の市町村の実施状況を問う。 

ウ 本市において、2000 年以前の新耐震基準で建てられた木造 

住宅を対象に実施することは考えないか問う。  
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個人第１２号 氏 名   安江 美代子     

 

質 問 項 目 

№ １ 
子育て支援の充実について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）令和８年５月の保育所等入所状況について 

ア 待機児童数を問う。 

イ 隠れ待機児童の年齢別人数を問う。 

ウ 兄弟で異なる園に在籍している世帯数を問う。 

エ 入園決定後、転園を希望する方法について問う。 

 

（２）給食費の無償化について 

ア ０歳児から２歳児の給食費は無償になっているが、その理由 

を問う。 

イ ３歳児から５歳児の給食費も無償にすべきと思うが、できな 

い理由を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
こまき巡回バスの運行車両について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）ＥＶバスによる運行について 

  ア ＥＶバス導入の経緯について問う。 

イ 令和８年４月 14 日付けで株式会社ＥＶモーターズ・ジャパ 

ンから「民事再生手続開始の申立てに関するお知らせ」が公表 

された以後の、市の対応について問う。 

ウ 市民に安心して利用してもらえるように、市としての責任を 

どのように考えているか問う。 
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個人第１３号 氏 名   黒木 明     

 

質 問 項 目 

№ １ 
小牧市の世帯数について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

小牧市の総人口は減り続けているが、世帯数と外国人人口は増え

ている。外国人の国籍別人数は市のサイトで公開されているが、外

国人の国籍別世帯数は現状公開されていない。 

 

（１）外国籍の世帯数について 

ア 令和７年５月の外国籍全体の世帯数を問う。 

イ 令和８年５月の外国籍全体の世帯数を問う。 

ウ 世帯数の多い国籍順に５か国を問う。 

エ 生活保護世帯の多いブラジル、韓国・朝鮮籍、ボリビア、ペ 

ルーの世帯数を問う。 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
政治活動と交通安全について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

市内の交差点四隅やイベント会場近くの交通量や人通りの多い場

所で、公道のガードレール、ガードパイプ等にのぼりや大型プラス

チック段ボールにＡ１サイズのポスターを挟み固定し、街頭政治活

動を行う事例が見受けられる。市民からのぼりや大型掲示物が複数

設置されて、自動車から歩道への視界が遮られ、特に背の低いお子

様への視認性が低下して危険ではないかと、交通安全上の懸念が生

じていると声が届いている。 

 

（１）政治活動でガードパイプ等にのぼりや大型ポスター掲示を行 

う行為について 

ア 道路交通法違反の可能性が無いか問う。 

イ 道路法違反の可能性が無いか問う。 

ウ 警察との連携も含め、市としてこの様な行為の交通安全性に 

ついて見解を問う。 
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個人第１４号 氏 名   伊藤 皇士郎    

 

質 問 項 目 

№ １ 

「オンラインファースト」による効果的な会議運営に

ついて 
備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

近年、デジタル技術の進展により効率的な会議運営が日常化する

一方、行政組織では対面を前提とした前例踏襲の業務スタイルが根

強いと考える。また、各種審議会等で平日の昼間に庁舎へ集める開

催方式は、現役世代や子育て世代の参画を制度的に困難にさせてい

る。 

本市が持続可能な行政運営と市民協働を実現するためには、業務

や市民参画のあり方にオンラインファーストの視点を取り入れ、構

造的な変革を促す必要があると考える。 

 

（１）庁内会議のオンライン化による業務効率化について 

ア 本庁舎と各出先機関等の間で実施される庁内会議における、 

オンライン会議システム（Teams 等）の現在の活用状況を伺う。 

イ 会議の原則対面開催について市の認識を伺う。 

ウ 対面開催が必須でない会議を原則オンラインとするオンラ 

インファーストの運用方針を広く義務付ける考えについて伺 

う。 

 

（２）審議会等のオンラインハイブリッド化による現役・子育て世 

代の参画促進について 

ア 各種審議会等における委員の年代の傾向を伺う。 

イ 平日の昼間に庁舎へ集めるという従来の開催方式が市民の 

参画機会に与える影響について見解を伺う。 

ウ 自宅や職場からでも多様な市民が柔軟に参画できるよう、す 

べての審議会等においてオンライン参加が可能なオンライン 

ハイブリッド開催を標準ルールとすべきだと考えるが、市の見 

解を伺う。 
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個人第１４号 氏 名   伊藤 皇士郎   

 

質 問 項 目 

№ ２ 

学校現場からはじまる「闇バイト」加担防止に向けた包

括的支援について 
備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

ＳＮＳや身近な先輩・知人の誘いから、児童生徒が闇バイト等の組

織犯罪に加担する事案が深刻化している。特に、厳しい生育環境の子

どもは、義務教育終了後に孤立する 15 歳の壁などの構造的リスクを

抱え、ターゲットにされやすい実態がある。 

未来ある子どもたちの社会的孤立や生きづらさのサインを早期に

発見し犯罪に巻き込まれないようにするために、教育と福祉・地域、

そして警察との包括連携が必要であると考える。 

 

（１）闇バイトへの加担を未然に防ぐための対応について 

ア ＳＮＳや先輩・知人を介した勧誘、巧妙化する手口に対する 

学校内での児童生徒への注意喚起はどのように行なっている 

か現状を伺う。 

イ 生徒や保護者への情報提供の現状について伺う。 

ウ 特に支援が必要な生徒たちの社会的孤立や生きづらさのサ 

インを早期に発見し、関係機関と共有する体制を伺う。 

 

（２）関係機関との連携によるセーフティネット構築について 

巧妙化する闇バイトから子どもたちを守るため、市教育委員 

会と警察をはじめとした関係機関との間における情報共有とい 

った現在の連携状況を伺う。 
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個人第１５号 氏 名   山田 美代子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
スターバックスコーヒージャパンとの契約について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和３年３月小牧市中央図書館の開館と同時にスターバックスコ

ーヒーが図書館内に開店して５年が経過した。当初スターバックス

コーヒージャパンと交わした覚書の契約期限は令和８年３月 31 日

であったが、契約更新により、引き続き、図書館内のカフェ店舗で

はスターバックスコーヒーが営業している。 

 

（１）小牧市中央図書館カフェ設置及び運営業務に関する覚書につ 

いて 

ア 新たに交わした覚書の内容を問う。 

イ 新たに交わした覚書の契約有効期限を問う。 

 

（２）スターバックスコーヒージャパンが小牧市中央図書館館内で 

使用する水道光熱費について 

ア 今までに使用された水道使用量を問う。 

イ 今までに使用された電力使用量を問う。 

ウ 今までに市が支払った水道使用料金を問う。 

エ 今までに市が支払った電力使用料金を問う。 

オ 市はスターバックスコーヒージャパンに対して、水道光熱費 

を徴収するべきだと思うが市の考えを問う。 
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個人第１５号 氏 名   山田 美代子   

 

質 問 項 目 

№ ２ 
篠岡地区の児童クラブについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

篠岡地区学校再編計画により、現在は篠岡・桃ケ丘・陶・光ヶ丘・

大城と５つの小学校がありますが、令和９年４月からは桃花台東小

学校と桃花台西小学校の２校に再編されます。それにより、各小学

校に開設されている児童クラブも５か所から２か所に再編されま

す。 

また、２つの児童クラブの運営については、業務委託することが

決まっています。 

 

（１）現在の児童クラブの現状について 

ア 各児童クラブの利用児童数を問う。 

イ 各児童クラブの職員数を問う。 

 

（２）令和９年４月からの桃花台東児童クラブと桃花台西児童クラ 

ブについて 

ア 職員等への説明はされているのか問う。 

イ 各児童クラブの想定利用児童数を問う。 

ウ 各児童クラブで必要な支援員の数を問う。 

エ 児童クラブの活動場所は十分に確保できるのか問う。 
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個人第１６号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ １ 
自転車利用の環境整備について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 
2026 年 4 月、自転車の交通反則通告制度、いわゆる「青切符」制

度が施行され、16 歳以上を対象に、ながらスマホ・信号無視・右側
通行・一時不停止・傘差し運転・無灯火運転・並進走行などの違反
行為に反則金が科されることとなった。免許制度のない自転車では
改正毎に交通ルールを知る機会が十分でなく、16 歳になる前の子ど
もやその保護者を含め、知らないまま罰せられる事態を防ぐための
行政の情報提供が必要と考える。更に、車道走行の原則が強まる中
で、自転車通行空間の整備も喫緊の課題である。こうした現状を踏
まえ、以下について問う。 

 
（１）自転車の安全利用に向けた情報提供について 

ア 市民への新たなルールと反則金の内容に関する周知の取組 
を問う。 

イ 免許制度のない自転車では、購入時に交通ルールを知る機 
会が保証されていない。自転車購入時に説明・資料提供を行 
うなどの取組について、市の考えを問う。 

 
（２）小牧市自転車ネットワーク計画の推進について 

青切符制度の導入により車道走行の原則が実質的に強まる 
中、自転車通行空間の未整備区間が多く残っている現状に対 
し、優先整備区間の整備に向けた取組の推進について考えを問 

う。 
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個人第１６号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
地震災害時におけるご遺体の尊厳ある取扱について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 
令和６年の能登半島地震では遺体安置所の不足・衛生環境の劣悪

さ・身元確認の長期化が深刻な課題となり、過去の災害では家族が
自宅でご遺体を保管せざるを得ない事態が生じた。小牧市は想定濃
尾地震で死者最大 174 人が予測されている。ご遺体の一時保存は市
の直接の責務とされ、市内３施設が遺体安置所に予定されている
が、外形的な備えはあるもののご遺体の尊厳を守る為のガイドライ
ンの策定や多機関合同訓練がされておらず、計画と実態の間に課題
が残る。万一市民が災害で亡くなった場合、等しく尊厳をもって扱
われる体制の実効性について問う。 

 
（１）遺体安置所について 

ア 想定濃尾地震で予定している３施設の遺体安置所の収容能 
力について問う。 

イ ご遺体の衛生管理について問う。 
 
（２）遺体安置所の運営に係る手順について 

ア 遺体安置所の開設から火葬までの流れを問う。 
イ ご遺体の尊厳を守る為のガイドラインを策定する考えを問 
う。 

ウ 多機関合同による遺体安置所の開設・運営訓練を実施する 
 考えを問う。 

 
（３）遺体安置所の運営上の留意点について 

遺体安置所を運営する市職員の惨事ストレスへの対応を含 
めた支援体制はどのように整備されているか問う。 
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個人第１７号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ １ 
選挙に関する大幅な見直しについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

ここ数年間、選挙続きで毎年のように選挙が行われた。近年の選

挙ではＳＮＳなどのインターネットを使った情報収集により判断さ

れる方も増えている。 

本市のポスター掲示場の設置箇所は、今年２月の市長選挙、市議

会議員補欠選挙で 274 箇所であった。同じ公園に２箇所以上設置さ

れているところや、車通りが多く立ち止まって見ることが危険な箇

所、人通りも少なく費用対効果が期待しがたい箇所など、改善され

ることなく点在する現状がある。 

選挙には多くの税金が使われる。大幅な見直しを行い、投票率が

向上するような取組に財源を振り替えていくべきと考える。 

 

（１）ポスター掲示場の設置について 

ア 設置基準について問う。 

イ 一つの掲示場の設置にかかる経費について問う。 

ウ 安全に見ることができない箇所もあるが、把握はしている 

か問う。 

 

（２）投票所について 

ア 設置基準について問う。 

イ 投票可能な時間について問う。 

ウ 投票期日当日の設置運営にかかる経費について問う。 

エ 投票期日当日の投票立会人の選定について問う。 
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個人第１８号 氏 名   大上 利幸    

 

質 問 項 目 

№ １ 
市長の公約（マニフェスト）について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和８年２月 22 日執行の小牧市長選挙は、無投票で市長が決まっ

たため、候補者の経歴・主義・主張等や公約（マニフェスト）をほ

とんどの市民が確認できていない状況です。 

市民からは「新しい市長はどんな人なの？」「市民のために何をや

ってくれるの？」等の疑問の声を聞いております。 

そのような市民の多くの疑問に答えるために、選挙運動用ビラに

記載されている内容を中心に天野市長へ質問をさせていただきま

す。 

 

（１）選挙運動用ビラについて 

   選挙運動用ビラが公約（マニフェスト）だと理解して良いの 

かを伺います。 

 

（２）選挙運動用ビラの内容について 

ア 「未来の小牧にワクワク！」の具体的な意味を伺います。 

イ 子育て・教育の内容を伺います。 

ウ 医療・福祉の内容を伺います。 

エ 商工業・農業の内容を伺います。 

オ インフラ・安全対策の内容を伺います。 

カ 行政の内容を伺います。 

 

（３）選挙運動用ビラの周知について 

ア 市民への周知が必要だと考えるが見解を伺う。 

イ 職員への周知も必要だと考えるが見解を伺う。 

 

 

 

 


